
令 和 ４ 年 度　　 川 内 中 学 校 総 括 評 価 表
自　　  己　　  評　　  価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評　　　　　価 学校関係者の意見 今後の改善方策
１　学習指導 ①学習規律の確立を図る。　  評　価　指　数  評価指数の達成度   総　合　評　定 ・学力の育成のための取組が ・主体的な学習規律の確
　  ①－１　生徒　「授業準備をして着席している」　 ①－１　Ａ（９４％） （評定） 　工夫され，よくできている。 　立 
　確かな学力の育成  ①－２　生徒　「提出物を確実にだせている」　 ①－２  Ａ（９１％）  　生徒が自分の考えを説明し ・生徒が決めて実行する

②基礎的基本的な学習基盤の ②－１　生徒　「授業の内容が理解できている」 ②－１  Ａ（８９％）  　たり，発表するところの難 　３つの大切 
　確立を図る。 ②－２　教師　「学習の遅れがちな生徒に適切な支援をしている」 ②－２  Ｂ（７２％） Ｂ 　しさは自覚するところだと ・発展的な課題プリント
 ②－３   保護者「生徒の学力向上に向けて熱心に取り組んでいる」 ②－３   Ｂ（８４％） 　思うが，ぜひ，その分野の 　や段階的なワークシー
③課題解決につながる思考力 ③－１  教師　「めあてを示し振り返りの時間を確保している」 ③－１  Ａ（９７％） 　課題に取り組んでいただき 　トの作成 
　判断力，表現力の育成を目 ③－２　生徒　「先生はよく分かる授業を実践してくれる」 ③－２  Ａ（９１％） 　たい。 ・基礎的な理解が不十分
　指した授業改善を図る。 ③－３　教師　「生徒の理解を深めたり，協働的な学びをするために ③－３  Ｃ（６６％） （所見） ・教師の指導力向上のために 　な生徒への机間指導，
 　　　　　　　　１人１台タブレット端末を活用している」 ③－４  Ａ（１００％） 　学習規律につい 　学校全体で取り組んでいる 　TT配置の工夫（学びサ

  ③－４　教師　「基礎･基本を身に付けさせ，思考力等を育成するた ③－５　Ｃ（６０％） ては，生徒の主体 　ことがわかった。今後も継 　ポータや学習支援ボラ
  　　　　　　　　め授業改善に努めている」 ③－６  Ｃ（５８％）    性を前面に引き続 　続してほしい。 　ンティアの工夫）

 ③－５　生徒　「自分の考えを説明したり，発表したりしている」 ③－７  Ｂ（８１％） き取り組む。 ・読み，書き，算盤に加え外 ・授業及び家庭における
  ③－６　教師　「学習意欲の高い生徒に発展的な指導をしている」 ④－１   Ｂ（８３％） 　校内研修やメン 　国語＋情報処理能力やコミ 　タブレット端末の効果

 ③－７　教師　「授業で話合い活動を取り入れ，対話力や合意形成の ④－２  Ｃ（６８％）  ター研修にてICT 　ュニケーション能力等は， 　的な活用 
  　　　　　　　　力を育成している」 ④－３  Ｃ（６８％） の効果的な活用に 　今後の社会生活を考えたと ・各教科において話合い

④主体的に学習する習慣，家 ④－１　生徒　「自分の課題を理解し，意欲的に取り組んでいる」 ついて研修し，取 　きに重要なものだと思うが 　活動や発表する時間を
　庭学習の充実を図る。 ④－２　生徒　「宿題以外の勉強をする習慣が身に付いている」　 り組む。 　それらの基になる言語に関 　確保，言語活動の充実 

④－３　保護者「家庭学習の習慣が身に付いている」 　各教科の学びと 　する力の習得は，特に大事 ・学習室を利用する生徒
   活　動　計　画 活動計画の実施状況 特別活動での学び 　なものと言える。その意味 　の学習への意識付け

①学校全体・全教職員で授業に臨む基本的姿勢の確立 ・学習規律への取組を全校あげて が往還できるよう 　からすると「鳴潮」の視写， ・自主勉強ノートの内容
　「チャイム着席」「授業の準備物」「正しい姿勢」「授業に集中」「授 　取り組んだ。　 主体的・対話的な 　音読等は今後とも続けてほ 　の充実 
　　業のルール10か条」を掲示するなど可視化し，徹底する。 ・ポジティブな行動支援の「３つ 授業を工夫する。 　しい。 ・計画的で妥当な週末課
②生きて働く知識・技能を身に付ける。 　の大切」は生徒会が作成し，全 　家庭学習の内容 ・コロナ感染症が終息しない 　題の工夫 
　②-１定期テストで基礎基本の問題で確認する。 　校で取り組んだ。 や量を検討し，生 　なか，生徒の健康と安全に ・朗読，読み聞かせ等の
　②-２読書への興味や読書習慣を身に付けるために，本の紹介を取 ・学力向上プリントやプラス１課 徒の主体的な家庭 　配慮しながら今後も取り組 　読書啓発期間の設定 
　　り入れたり，冊数調べをする。 　題は計画的にできた。 学習を支援する。 　んでほしい。職員研修の中
　②-３徳島新聞「鳴潮」の視写を週１回行い，読む力，書く力を身 ・週１回の鳴潮の視写を全学年で 　キャリア教育と 　身の濃い研修には感心させ
　　に付ける。 　取り組めた。 結び付けて学ぶ楽 　られた。全体の力が向上し，
　②-４各教科で教科書を読むなど，音読を取り入れ，聞く力，話す ・１人１台タブレット端末を授業 しさを感じさせ 　指導がさらに充実すること
　　力を身に付ける。 　で活用したが，教科によって温 る。     　を期待している。 
③授業改善「わかる授業」のために見通しのある工夫した授業の展 　度差が見られる。 ・家庭学習の重要性を保護者
　開 ・学習評価の研修を行い，職員へ 　の方々にもっと理解してほ
　③-１「目標の明示」「課題解決のための学習活動」「振り返り」 　共通理解が図られ，授業改善が 　しいと感じている。主体は
　③-２　ICT等，学習効果のある工夫と授業改善 　進められている。 　家庭である。全てを学校に
　③-３　徳島県学力向上プリントの計画的な活用，プラス１課題の 　依存するのはどうなのだろ
　　実践 　うと思う。
  ③-４　各教科で取り組む一点突破の学力向上方策 
④テスト前に「学習記録表」にて目標を設定し学習状況を記録する。

２　道徳・人権教育 ①言葉を大切にし，礼儀正し  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・礼儀，マナー等の指導を心 ・道徳の時間をはじめ，
 　い態度を育成する。 ①－１　教師　「生徒の礼儀や言葉遣い，マナー等の指導を常に心が ①－１　Ａ（９７％）  　がけていることが，お互い 　あらゆる機会を通じた
　差別を見抜き許さ  　　　　　　　　けている」 ①－２  Ａ（９７％） Ａ 　の尊重につながり川内中の 　人権意識の高揚 
ない姿勢，不当な差  ①－２　教師　「生徒の人格を尊重し，言葉を大切にして生徒を指導 ②－１  Ａ（１００％） 　校風を作り出している。 ・いじめや暴力暴言の指
別に立ち向かう行動  　　　　　　　　したり，接したりしている」 ②－２  Ａ（８７％） ・人権教育のレベルの高さ， 　導を徹底し，誰もが安
力の育成 ②自他の人権を尊重しようと ②－１　教師　「発達段階や生活背景を理解し，人権教育の推進に努 ②－３  Ｂ（１００％） （所見） 　熱心な取組を評価する。施 　心して過ごせる学級・

　する人権感覚を育成し，い 　　　　　　　　めている」 ②－４  Ｂ（８４％） 　生徒がSNSの使 　設や里親等，家庭や生活の 　学校の居場所づくり 
　じめや差別を許さない人権 ②－２　生徒　「いじめや暴力を受けている人を見たら助けようと心 い方を振り返り， 　状況の違いを理解，尊重し， ・R6ブロック人権に向け
　意識と自己肯定感を育む。 　　　　　　　　がけている」　 考えることができ 　共に地域の仲間として育ち 　て校内体制の整備と道

②－３　教師　「いじめや他の問題行動等の早期発見・早期対応に努 る場を設定する。 　合う教育を今後もお願いし 　徳研究授業の実施，人
　　　　　　　　めている」　　 　外部講師による 　ます。 　権学習の充実 
②－４　保護者「いじめや暴力のない学校づくりに努めている」 SNSの使い方等を ・今後，SNSに対する問題は ・１学期，仲間づくりの
    活　動　計　画 活動計画の実施状況 指導する。　 　益々深刻になってくること 　段階で携帯安全教室と
①全教育活動を通して礼儀や規則正しい生活を送れるよう指導する。 ・礼儀や規則正しい生活を送れる 　困ったことがあ 　が想定されている。機会が 　保護者への啓発 
②年間指導計画を見直し人権に関する講演会や人権集会を充実する。 　よう指導した。 れば学級担任や部 　あるごとに指導をするほう ・授業，部活動における
  ②-１　研究授業の充実 ・学年人権集会や人権学習を通し 活動の顧問に相談 　がよい。一人で悩むことの 　教職員の模範的な言葉
　②-２　道徳教育の推進・充実 　て，人権意識の育成に努めた。 できる信頼関係を 　ないよう生徒との信頼関係 　遣いと行動 
  ②-３　人権教育の推進・充実       構築する。 　は構築しておきたい。

３　健康・安全指導 ①食育を推進し，基本的生活  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・防災教育が大切である。 ・保護者と連携した基本
 　習慣が身に付いた生徒を育 ①－１　生徒　「毎日，朝食を食べている」 ①－１　Ａ（９１％）  ・早寝早起きなどの生活習慣 　的生活習慣の確立 
　心身の健やかな発 　てる。 ①－２　保護者「毎日，朝食を食べている」 ①－２  Ａ（９３％） Ｂ 　は家庭教育の課題だが，生 ・生徒会を中心にあいさ
育と自らの健康の保  ①－３　生徒　「毎日，十分睡眠がとれている」」　 ①－３  Ｂ（７７％） 　活リズム点検表などは効果 　つ運動を行い，主体性
持増進に取り組む力  ①－４  保護者「夜更かしをせず早寝早起きをしている」 ①－４  Ｃ（５７％） 　がある取組だと思う。 　の育成 
の育成 ②生徒会による「自転車運転 ②－１  生徒　「交通ルールを守り，登下校している」 ②－１  Ａ（９６％） （所見） ・人は舞台で育つと言われる ・地域と連携した防災学

　免許制度」を活用し，交通 ③－１  教師　「安全教育や防災教育の意義を知り，生徒の安全のた ③－１　Ａ（１００％） 　食育や交通指導 　が，その舞台を造るのも人 　習や避難訓練の充実 
　マナーの向上に努める。 　　　　　　　　めに取り組んでいる」 ③－２　Ａ（９３％） は継続して実践し 　である。その舞台を造り準 ・部活動中の避難訓練の
③防災学習や避難訓練の充実 ③－２　生徒　「避難訓練や防災学習に真剣に取り組んでいる」 効果がみられた。 　備するのが教育である。ワ 　実施 
　を図り，地域と連携した学  活　動　計　画  活動計画の実施状況  　特別活動を工夫 　クワクするような様々な活 ・働き方，地域移行を鑑
　校防災の意識を高める。 ①食生活に関するアンケートを実施し，給食の時間，学級活動等に ・食育アンケートを実施し，実態 し，さらに自己肯 　動内容やその機会を準備・ 　み，効率的で適正な部

　おいて朝食の大切さについて指導するとともに，食育ボード等で 　を把握した。食育掲示板の充実 定感が高まるよう 　設定し，是非とも生徒たち 　活動指導の充実 
　啓発する。 　や郷土料理出前授業を実施した。 にする。 　を舞台に上げてほしい。き ・交通安全教室による交
②交通指導計画に基づき，交通指導を徹底する。自転車通学生のマ ・JNKの規定の見直し（部活動特別 　パソコンや携帯 　っと生徒たちは大きく成長 　通マナーの遵守 



　ナーの遵守 　許可）を図った。 電話の使い方を家 　することでしょう。 ・部活動の移動の交通マ
　交通安全教室を実施する。自転車特別許可について指導や見直し ・避難訓練を２回実施した。部活 庭と連携し，指導 ・朝食を摂取する確率が高い 　ナーの遵守 
　を行う。 　動中の避難やアクションカード する必要がある。 　ことはとても嬉しく，地域 ・交通事故ゼロ宣言 
③避難訓練では南海トラフ地震の対応を行う。授業中，休み時間， 　の活用を進める必要がある。 　避難訓練を地域 　も安定している。命を守る ・保健体育保健分野では
　部活中など　様々な場面を想定し訓練する。防災委員会による生 やPTAと連携して 　教育は地域とともにこれか 　学級別に授業をし，性
　徒の主体的な活動を行う。 実施する。 　らも進めていきましょう。 　教育の充実

４　生徒指導 ①「ルールを守る」「物を大  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・落ち着きのある学校が実現 ・教師が一人一人の生徒
　 　切にする」「他者を尊重す ①－１　生徒　「学校へ来るのが楽しい」 ①－１  Ａ（８８％）  　できていると思う。これも 　を大切にし，悩みに耳
　生徒を認め，寄り 　る」等の基本的な生活習慣 ①－２　保護者「学校へ行くことを楽しみにしている」 ①－２　Ａ（８５％） Ｂ 　先生方が一人一人の生徒の 　を傾け寄り添う姿勢の
添い，褒めて育てる 　が身に付いた生徒を育て　 ①－３  生徒　「自分の机やロッカーの中の整理整頓を心がけている」 ①－３  Ａ（８５％） 　ことを理解し，指導してい 　確立 
生徒指導 　る。 ①－４　保護者「学校は規則遵守に適切な指導を継続している」 ①－４  Ａ（９０％） 　るからだと思う。 ・清掃活動，ボランティ

②常に自分の心と向き合い， ②－１  生徒  「学級で話合う活動を通じて考えを深めたり広げたり ②－１  Ｂ（８０％） （所見） ・不登校の対応はとても難し 　ア活動による自尊感情，
　自分で正しく判断できる生 　　　　　　　　できる」 ③－１  Ａ（８９％） 　不登校になる前 　いと思うが，登校以外にも 　自己肯定感の育成 
　徒を育てる。 ③－１　生徒　「授業の始めと終わりや校内外であいさつができる」 の予防や初期対応 　本人の悩みの解決方法があ ・年３回の学校生活アン
③あいさつを励行する。  活　動　計　画  活動計画の実施状況  を適切に行い，生 　るかもしれない。幅広い支 　ケートや日記による生

①学級生活や係活動・委員会活動を通して，当たり前のことが当た ・全学級で学級目標を決め，方策 徒や保護者にきめ 　援の連携ができるとよい。 　徒の訴えに迅速な対応 
　り前にできるよう指導する。 　を考えたり，学級会を行ったり 細かく丁寧に寄り ・基本的生活習慣は強調され ・不登校生徒へのきめ細
②学期に１回生活アンケートを実施し，生徒理解に努めるとともに， 　した。委員会活動が活性化した。 添う。 　るものではなく，集団又は， 　かな支援と教室へ戻れ
　生徒指導委員会を通して，生徒の把握や情報の共有化を図る。  ・生活アンケートは３回実施した。 　一人との人して当然だ。生 　るよう段階的な指導 
③登下校の際，教職員や生徒会によるあいさつ運動を実施する。授 ・生徒指導委員会を必要に応じて 　徒が生活の中であたり前の ・薬物乱用教室，SNS等の
　業の始め，終わりの挨拶を丁寧にする。「ありがとうございました」 　開催し，不登校，問題行動等の 　ように身に付いてくれたら 　使い方教室等の充実 
  →「礼」を意識化 　ある生徒について共通理解を図 　と思う。学校が楽しく思う ・給食や帰り学活の終了

　った。 　ことは素晴らしい。 　時間の厳守
５　特別支援教育 ①生徒一人一人のよさや能力  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・特別支援学級の生徒たちが ・生徒の特性を充分理解
　 　を引き出し伸ばす教育を進 ①－１　生徒　「先生は相談したら誠実に対応してくれる」 ①－１　Ａ（９０％）  　生き生きと活動しているこ 　し，個のニーズに応じ
　生徒一人一人の理 　める。 ①－２　教師　「一人一人の生徒の状況を把握し，生徒理解に努めて ①－２  Ａ（１００％） Ａ 　とが分かった。 　た指導の充実 
解に努める適切な支  　　　　　　　　いる」 ②－１  Ａ（１００％） ・児童ホームの生徒が大変お ・校内支援委員会の効果
援の実践 ②保護者との連携を密にし， ②－１　教師　「保護者からの連絡や相談に迅速かつ適切に対応して ②－２  Ａ（１００％） 　世話になっている。丁寧な 　的で適切な運用 
 　共通理解のもと特別支援教 　　　　　　　　いる」 ②－３  Ａ（８７％） （所見） 　関わりと密な連携で困難な ・支援を要する生徒への
  　育を進める。 ②－２　教師　「保護者と連携し，生徒の成長を支援している」 　小学校と連携し 　ケースの生徒をしっかり受 　具体的な手立てを全職

 ②－３　保護者「学校は保護者からの連絡や相談，面談に誠実かつ適 引き継ぎシートを 　け入れてくださっているこ 　員で共有し，実践
 　　　　　　　　切に対応している」 活用して中学校へ 　とを大変感動している。 ・迅速でスムーズな報連

   活　動　計　画 活動計画の実施状況 の移行をスムーズ ・家庭，児童ホームとの連携 　相の体制づくり
①校内支援委員会の適宜開催や巡回相談を活用し，特別支援教育の ・特別支援教育では，校外行事を に行う。 　は必要不可欠である。様々
　充実を図る。 　工夫したり，巡回相談を活用し 　特別支援学級の 　な環境の中で育った子ども
②全ての生徒を対象に個々のニーズに対応した特別支援教育を推進 　たりした。小中交流会も３回実 生徒が交流学級で 　たちだからこそ，学校が居
　するとともに，引継シートを学年・学校で共有したり，個別の教 　施した。　 学べることを支援 　心地のよい場所であると思
　育支援計画・指導計画を作成し効果的に活用したりする。ＴＴの ・特別支援教育の研修を２回実施 する。 　ってほしいと願っている。
　効果的な指導のあり方を考える。 　し，生徒の状況や対応について 　三校の交流は，中学生にと

　職員で共有できた。 　っても自信につながる。
６　キャリア教育 ①特別活動を通して，自己肯  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・新型コロナで学校外での体 ・１年時から計画的な進
 　定感やキャリアプラニング ①－１　生徒　「将来の夢があり，目標をもって生活している」　 ①－１　Ｂ（７２％）  　験ができなかったようだが 　路指導による適性と進
　発達段階に応じた 　能力を育てる。 ①－２　生徒　「係等の仕事にまじめに取り組み，学級の役に立って ①－２  Ａ（９０％） Ｂ 　講演会を開催するなど工夫 　路選択 
組織的・系統的なキ  　　　　　　　　いる」 ②－１  Ａ（９０％） 　されていたことがよい。次 ・職場体験学習を工夫し，
ャリア教育の推進 ②「働くこと」の意義を理解 ②－１　教師　「責任をもって掃除をしている」 ②－２  Ｃ（６１％） 　年度は職場体験等ができる 　実施する。 
　社会的自立に向け 　し，将来の夢の実現のため ②－２　保護者「家庭で手伝いをしている」 ③－１  Ｂ（８１％） （所見） 　とよいと思う。 ・SDGsに対応し，生徒主
た必要な資質・能力 　に計画的・継続的に努力す ③－１　生徒　「自分の進路について真剣に考えている」 ③－２  Ａ（８６％） 　生徒が学校や学 ・生徒会や各部委員会が活発 　体の委員会活動の充実 
の育成 　る生徒を育てる。 ③－２　保護者「進路や将来のことについて話をしている」 級のために一人一 　に活動されているのを知り ・体験活動やボランティ
   活　動　計　画  活動計画の実施状況  役で活動するな 　うれしく感じた。        　ア活動の充実 
 ③１学年から計画的な進路指 ①学級活動で学級目標やルールを作成したり，学級の問題を話合い ・学級活動の研究授業を４回実施 ど，生徒会や各部 ・将来の夢，目標の指標に一 ・あわ文化担当を決める
 　導を行い，自分に適する進 　で解決したりする。SDGsを視点とした委員会活動を主体的に行う。 　し，学級会（話合い活動）がで 委員会を活性化し 　躍を担う活動が増えること 　等，地域と連携して総
 　路を選ぶことができる力を ②各教科等でキャリア教育の視点を取り入れ，キャリアパスポート 　きるようになった。 SDGsを基盤にさら 　を望む。コロナ禍で体験学 　合的な学習の充実・工
 　育成する。 　を効果的に活用する。 ・２年は職場体験学習ができなか に推進する。 　習の場が少なくなったが， 　夫改善 
  ③３学年間を見通したキャリア教育全体指導計画を見直し，キャリ 　ったので３学期にキャリア教育 　社会の一員としての自分を ・川中祭等の様々な機会

　ア教育に関する講演会を実施する。三者面談を有効に活用する。 　講演会をした。３年は２学期に 　考える場所を想像できる生 　に発表の場の設定（英
 　キャリア教育講演会をした。学 　徒になってほしい。 　語弁論や科学体験等）

　ぶ意義や進路を考える機会が十
　分とはいえない。　 

７　開かれた学校 ①保護者・地域への情報提供  評　価　指　標  評価指数の達成度  （評定） ・徐々にコロナ前の状況に戻 ・保護者から学校に相談 
　家庭・地域との連 　をきめ細かに行う。 ①－１　保護者「学校は情報提供（お便り，マチコミ）が適切である」 ①－１　Ａ（８５％）  　りつつあるが，地域から見   しやすい環境づくり 
携  ①－２　生徒　「連絡プリントを確実に家庭に届けている」 ①－２  Ａ（８５％） Ｂ 　ると学校との距離が少し遠 ・PTA組織の見直しと活

②地域や関係機関と連携し， ②－１　保護者「学校は家庭への連絡やＰＴＡ，地域との連携ができ ②－１  Ｂ（８４％） 　くなっている。次年度から 　動内容の工夫 
　信頼関係を構築する。 　　　　　　　　ている」 　は学校，保護者，地域の距 ・問題行動や不登校にお
③コニュニティ・スクールの      活　動　計　画 活動計画の実施状況 （所見） 　離が縮んでいくと思う。 　けるスクールカウンセ
　体制を整える。 ①学年だより，個別メール，ホームページ等を充実させ，必要な情 ・学級単位でマチコミで連絡体制 　児童ホームや児 ・保護者や地域も巻き込んで 　ラーや児童相談所と連

　報を保護者，地域と共有する。 　が整備できた。マチコミを発信 童相談所，徳島学 　川内町ぐるみのつながりが 　携，適切な支援 
②PTAや関係機関と連携・協力を図り，地域とともにある学校づくり 　する際は，ペアで確認する。 院と連携できた。 　できている。ホームもしっ ・コミュニティスクール
　を推進する。また，地域の人材を活用したり，地域の行事に参加 ・学校運営協議会を３回実施し， 　保護者宛のお便 　かり受け入れてくださって 　での活動の具現化 
　したりする。 　体制を整えることができた。 りが届いていない 　いることを感謝している。 
③コニュニティ・スクールの体制を整備し，学校がめざす姿を地域と ことがある。 ・コロナ禍の３年間だった。
　共有する。 　生活様式に大きな変化が見

　られる。子どもたちの生活
　に学校，家庭，地域との連
　携，協力は大切である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「評定」の基準　　Ａ：十分達成できた（100～85）　　Ｂ：おおむね達成できた（84～70）　　Ｃ：達成できなかった（69～　）     



                                           　               　                      


